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　子どもの年齢は2歳児から10 歳児とばらつきがあるが，4-5 歳児にピ クーが認められる。男女
比では男児が多く，女児の約 10 倍である。これは，障害の発生頻度，療育センター の利用比率
と考察する必要がある。A療育センター の 2013 年 8月時点での全ケースの男女比は7：3である
ことから鑑みると男児の親の利用比率が高いこととなる。
　次に子どもの障害について述べる。種別は身体障害児が 2 名，6％，知的障害と自閉症スペ
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障害のある子どもをもつ親のメンタルヘルスの実態—「保護者のためのこころのケア相談」における語りの分析から—
　マルトリー トメントが疑われる母親は11名おり，44％の割合であった。センター 内のＣＡＰＳ（Child 




























































































































































































































































































防止学会第 17 回学術集会いばらき大会プログラム・抄録集 76-77．分科会T-1 つまずきに届く支援—発達
障害と虐待—の報告より
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いて，厚生労働省科学研究費補助金，障害保健福祉総合研究成果発表会報告集．
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